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「イスラーム信頼学」のプロジェクトが始動しました。

これは科研費の「学術変革領域研究」という枠組みの

大型プロジェクトです。日本では、これまで

イスラーム文明に関する研究が大いに発展してきました。

原典資料や現地の文書、フィールドワークなどに基づいた、

歴史、宗教、文化、政治、経済の各分野で、緻密な実証的研究が

進んできました。世界水準で高く評価される研究も少なくありません。

ただ、研究会の議論の場で、あるいは研究者同士の

ざっくばらんな意見交換の中で、なんとなく大事だな、

と気になりながらも、正面から取り組んでこなかった問題があります。

いえ、「問題」というにはあまりにも根本的であるがゆえ、

ご あ い さ つ

総括班メンバー（2021年3月5日）
長岡慎介／太田信宏／近藤信彰
野田 仁／黒木英充／山根 聡
熊倉和歌子／石井正子
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直面しにくかったのかもしれません。イスラームはなぜここまで広がり、

これからも拡大しようとしているのか。宗教がからむかぎり、

やれ護教的ではないか、客観性は担保されるのか、

こんな否定的な面があるのに無視するのか——こうした声は

 いくらでも聞こえてきます。私たち自身も常に自問しています。

ただ、現在の人口趨勢が続く限り、半世紀後にはイスラームが

世界最大の宗教人口になるのは確実です。ならば、7世紀から始まり

ヨコに、ヨコに拡がってきた宗教文明の柔軟さを、

各方面から経験科学的な手法で取り組み、その現代的意味を

すくいだすべきではないか——他者との間にさまざまな分断が生じている

今日の世界において、これは極めて重要な課題だと私たちは考えます。

そこでキーワードに据えたのがコネクティビティと信頼構築です。

この観点から、イスラーム文明の総体をとらえ返したいと思います。

従来の学問の様々な部分を組み替えたり、融合させたりしながら

変革的研究を進めます。ムスリムが常に交渉してきたところの

非ムスリムも含め、今後の地球社会の長期的なあり方を考える、

そんなフォーラムを創り出すことをめざしています。

� 「イスラーム信頼学」総括班一同

エルサレム旧市街
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領 域 の ご 紹 介

領域代表

黒木英充
東京外国語大学  
アジア・アフリカ言語文化研究所 教授

イスラーム文明には水平方向の人間関係づくりに長け

てきた特質があります。そのコネクティビティ（関係

づくり）の蓄積と信頼構築の諸相を明らかにするとと

もに、そこから得られる「暗黙知」を、言語化・可視

化して「戦略知」として表現し、現代世界にて深刻化

する分断状況を解決するための新たな視座を確立する

こと、これが本プロジェクトの目的です。イスラーム

を軸にして、コネクティビティの現場で信頼が創り出

されるプロセスを、イスラームが始まってから今日ま

での1400年の時間と、地球全体の空間とを視野にい

れて洗い出します。こうした問題は、イスラーム研究

者が何となく意識しつつも、研究の俎上に載せてこな

かったものです。また従来の信頼研究においても取り

イスラーム的コネクティビティにみる信頼構築
世界の分断をのりこえる戦略知の創造

イスラーム文明――多民族・多宗教　1400年のヨコへの広がり

コネクティビティ

媒介･変換

他者
他者

自己

国家体系
思想戦略
平和構築

財
情報･学知
人

移動する 形づくる

距離と異質性をこえた
関係づくり

信頼

境界

本物と認めて頼る
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上げられていない、新しい研究領域です。この変革的

な領域の課題に対して、諸学問分野の研究者が協働し

て取り組む、地域研究の大規模プロジェクトです。

イスラーム文明は、人々が広く高い移動性の中で暮ら

す社会で発展してきました。モノ・情報・人の移動を、

「イスラーム経済」「言語・学知の変換」「移民・難民」

のコネクティビティの観点からとらえます（A01, 02, 

03班）。多元的な文化的環境の中に存在する、様々な

境界をどのように越えるのか、他者との間にどのよう

に信頼を構築するのか、がテーマです。

また、信頼が構築される際の、より高い次元での交渉

の問題を、「イスラーム国家体系」「思想戦略」「平和

構築」の観点から扱います（B01, 02, 03班）。ときに

対立関係にある他者との間でも、したたかな関係づく

りにより信頼を構築してきた戦略知を、過去から現在

の様々な局面の中に探索します。

さらに、近年進展の著しい人文情報学の成果を取り入

れ、これらの観点から明らかにされる暗黙知を「見え

る化」することに挑戦します（C01班）。この作業を通

じて、コネクティビティと信頼構築の研究における新

たな問題発見も期待されます。

世界各地でイスラームをめぐって社会の分断や分極化

が深刻化するなか、本研究が明らかにする「戦略知」

は、今後の日本の針路にとって重要な、正確なチャー

トを描くために不可欠なものになる、と確信していま

す。

今後の計画

2024  総括国際会議

2023  国際会議

ワークショップ

人文情報学班

総括班

ワークショップ

ワークショップ

A03＆B03
移民難民と平和構築

2022  国際会議
A02＆B02
知の変換と思想戦略

2021  国際会議
A01＆B01
イスラーム経済と国家体系

2024

2023

2022

WS

WS

C01

X00

WS

WS

WSWS

2021

WS

WSWS



現代イスラーム経済の代表的取り組みであるイスラーム金融のATM（2018年12 
月、マレーシア、クアラルンプール、長岡撮影）

06 イスラーム信頼学 News Letter  2021  No.01  |  A 班 の ご 紹 介

A 0 1班

A 班 の ご 紹 介

本研究は、「イスラーム経済」と呼ばれるイスラームの理念
にもとづく経済活動の歴史的実践および現代に再登場したそ
の実践に着目し、そこで見られる特有の経済制度（貨幣・金融、
市場、所有制度）の独自性と普遍性を比較経済史的観点から
解明することをめざすものです。 

近代の夜明けとともに近代資本主義が浸透していったイス
ラーム世界では、20世紀半ばごろから、独自の経済システム
を再興しようとする知的営為が始まりました。その取り組み
は、1970年代のイスラーム金融を皮切りに、食品、日用品、
ファッション、観光、福祉といった様々な産業で具現化して
きています。 

こうした現代イスラーム経済の実践は、単にイスラームの
教義や歴史的イスラーム経済実践にもとづいているのでは
なく、歴史的にも同時代的にも多元的な起源を持っています。
歴史的な起源の多元性については、歴史的イスラーム経済実
践が、東西に広がるイスラーム世界各地の慣習や近接する文
明圏（アジア、アフリカ、ヨーロッパ）の経済実践との相互交
流の中で、他地域の制度を移植したりイスラーム的に再編成
したりすることで形成されてきた歴史を辿ることができます。

他方、同時代的な起源の多元性については、現代イスラーム
経済の実践が、アジア・アフリカ地域に根付く様々な慣習的
制度や世界各地のアンチ／ポスト資本主義的運動、時には近
代資本主義そのものを巧みに吸収・再構築しながら、近代資
本主義のオルタナティブたる経済システムを構想してきた軌
跡を辿ることができます。さらに、イスラーム経済は高い汎
用性を持ち、その知恵（本研究ではイスラーム経済知と呼ぶ）
や制度がある種の普遍性を持つことで、他地域や他文明圏の
新しい経済実践の誕生にも寄与してきました。 

このようにイスラーム経済は、イスラーム文明特有の水平
的コネクティビティを存分に生かしながら、多様な価値や実
践を坩堝のように飲み込み、かつ、そこで育まれた経済知や
制度を惜しみなく他者に供与するダイナミズムの中で実践が
行われてきています。こうした動態を、本研究ではイスラー
ム経済のモビリティと呼ぶことにしたいと思います。 

近代資本主義の行き詰まりが本格化する今日、イスラーム
経済はポスト資本主義社会を構想するための有力な参照軸の
1つと考えられ始めています。それは、イスラーム経済知をイ
スラーム世界の経済力向上のためだけでなく、地球社会全体
のよりよい未来を構築するための人類全体の知的遺産として
普遍化して活用していこうというものです。本研究では、イ
スラーム経済の独自性と普遍性を解明する比較経済史的研究
を踏まえて、イスラーム経済が普遍的戦略知としてポスト資
本主義時代の地球社会システムの構築のためにどのような貢
献ができるかを、他地域・他文明圏の様々な経済知と比較・
協働しながら探究することをめざしたいと思います。

  研 究 代 表 者  

長岡慎介   
 京都大学

  研 究 分 担 者  

五十嵐大介  早稲田大学

岩﨑葉子  アジア経済研究所

亀谷 学  弘前大学

小茄子川歩  京都大学

平野美佐  京都大学

町北朋洋  京都大学

安田 慎  高崎経済大学

イスラーム経済のモビリティと普遍性

 

ポスト資本主義社会のための普遍的戦略知へ！

イスラーム経済の独自性と普遍性の解明

市場
貨幣・金融

地域間比較
東南アジア、南アジア、

アフリカ、日本、中国、欧米 etc
ディシプリン間比較

経済学、歴史学、
人類学、考古学 etc

時代間比較
古代、中世、近現代

所有
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A 0 2班

本研究班は、イスラームの知とその変換・翻訳に注目しま
す。とくにイスラームの東方への発展の過程において、どの
ような知が、研究領域全体が射程に入れているイスラーム的
コネクティビティ・秩序維持・ネットワーキングを可能にし
たのかを問い直します。そのために、イスラームの中心と言
うべき中東・西アジアを離れた、辺境のイスラームを事例に
検討します。境界的な領域では、イスラーム教徒（ムスリム）
と外部（非ムスリム）との接触が重要な意味を持っていたから
です。 　

イスラームの拡大過程において、イスラームの知は「変換」
され得るものであり、その「知の変換」・「翻訳」の役割も重要
だと考えます。ここで言う翻訳とは、元来アラビア語によっ
てコード化されているイスラームの諸相（教義、慣行も含め）
が、拡散にともなってローカルな言語に変換されることを指
しています。地域の有力な言語―ペルシャ語、ムラユ（マレー
語）、オスマン＝トルコ語、チャガタイ＝トルコ語などのリン
ガフランカ―からさらに小規模な言語への翻訳も検討に値す
るでしょう。このような位相を見るために、変換が先鋭的に
表れる場として境界領域に焦点を当てることができます。 

境界論や地政学の理論も参照しつつ境界領域における移
動・越境とそれにともなう「知の変換」に意識を向け、そこに
信頼構築を重ね合わせると、以下のような学知・商業・（司）
法の３局面を設定できます。 

① イスラーム思想・学知の展開＝とくにイスラームの伝播
の過程における他者との接触に由来する、イスラームの
再解釈、融和的言説などを分析します。 

② 国際商業＝境界上での取引・交渉を、ムスリムによる仲
介の視点から、貿易にかかわった通訳者の問題も交えて
明らかにします。 

③ 多元的法制度＝エスニック集団・民族集団・国家の境界
における紛争解決・紛争回避メカニズムを明らかにしま
す。シャリーアを含む慣習法と帝国法・現代の成文法と
のせめぎあいも考察の対象に含んでいます。 

この３つの研究軸について、現代の状況も視野に入れなが
ら、本研究を構成する8名の研究者が横断的にとりくむ予定
です。全体として、さまざまな地域における知識・情報の言
語的な変換の過程を明らかにし、それらに凝縮されたコネク
ティビティの知恵をあぶり出しつつ、世界のネットワーク化
の過程を考察することを目指しています。 

ここに掲載する写真は、中国新疆北部の大都市イリ（伊犂、
現在の伊寧）近郊の馬市場です。このような市場は、カザフ人
の家畜を買い求める都市の住民―ウイグル人などのムスリム
から漢族まで多様な人々―の交渉の場となっています。本研
究では、こうした多言語空間で生じる商取引、交渉、信頼構
築に注目し、このイリのような境界における結節点となる地
点もコネクティング・ポイントとしてクローズアップするつ
もりです。

馬を売るカザフ人たち（2009年2月、中国新疆ウイグル自治区伊寧市、野田撮影）

コネクティング・ポイント アラビア語
↓

リンガフランカ
↓

ヴァナキュラー
な言語へ

イスラームの知

①学知・思想
②国際商業
③多元的法制度

ムスリムと
非ムスリムの境界

言語的転換
  研 究 代 表 者  

野田  仁   
 東京外国語大学AA研

  研 究 分 担 者  

高野さやか  中央大学

髙松洋一  東京外国語大学AA研

坪井祐司  名桜大学

中西竜也  京都大学

濱本真実  東洋文庫

矢島洋一  奈良女子大学

和田郁子  岡山大学

イスラームの知の変換



岐阜バーブルイスラーム・モスク開堂式（2008年、岡井宏文撮影）
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A 0 3班

今日の世界の移民・難民問題におけるムスリムのプレゼン
スは、圧倒的です。国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）によ
れば、2019年末の世界の難民はおよそ2600万人で、660万人
のシリア難民をはじめ、ベネズエラ、アフガニスタン、南スー
ダン、ミャンマーの難民だけで全体の3分の2を占めています。
さらに別枠でパレスチナ難民が550万人います。大半がムス
リム難民であるか、ムスリムが絡んだ形の難民なのです。 

移民と難民は異なる概念でありつつ、その法的な位置づけ
は国によってさまざまで、両者の境界も曖昧です。移民の正
確な世界的統計は存在しませんが、ここでもムスリムの割合
が無視できないのは疑いありません。 

一方、イスラームの歴史は、最初から人の移動が刻印され
ています。イスラーム暦元年（西暦622年）は、メッカで迫害
された預言者ムハンマドがメディナに移った「ヒジュラ」（聖
遷）の年ですが、アラビア語の「移民」を意味する「ムハージ
ル」もヒジュラと同じ語源から出ています。巡礼、遊牧、長距
離商業、学問遍歴など、ムスリムは移動が当たり前の社会・
文化の中で生きてきました。 

では、今日の移民・難民の問題はこうした過去の高い移動
性の延長線上にどのように位置づけられるのでしょうか。 

16億人とも言われるムスリムは、移民・難民として今や世
界のすべての地域に拡散し、生活の足場を築き、その人口を
増やしています。これまで移民・難民に関する研究は、それ
を受け入れる側がいかにして社会の中に排除することなく包
摂・統合するか、が主要なテーマとなってきました。世界的
に排外主義の高まりがみられる今日、こうした研究はますま
す重要です。人口減少が急速に進むなか、事実上の移民を「外
国人労働者」としたまま問題にきちんと向き合っていない日本
においてはなおさらです。 

今後はさらに、ムスリムの移民・難民が主体的に周囲の
人々と関係をつくりだし、文化的・社会的な差異や壁を乗り
越え、時には遠く空間的な距離を越えてつながりを獲得する
局面も重要になります。そこでイスラーム文明における関係
づくりの歴史的な経験がどのように作用しているのか、そし
て現在、どのような挑戦が新たになされているのか、が問題
です。つまり、移民・難民がいかにして信頼を構築しようと
しているのか、それに受入れ社会の側がどのように応えよう
としているのか、を考える必要があります。ときには摩擦や

対立を生じさせつつも、イスラームのコネ
クティビティに共鳴するような、受入れ社
会の側のコネクティビティについても明ら
かにする必要があります。 

私たちは、こうした問題意識のもと、日
本、東南アジア、中東、欧米の地域を中
心に調査・研究を展開しながら、移民・
難民にかかわるコネクティビティの暗黙
知を引き出し、そこで重層的かつ越境的
に形成されるコミュニティがどのようなも
のか、明らかにしたいと考えています。

移動の各局面でのコネクティビティと信頼構築

移民・難民の
送り出し国

包摂
排除
統合

移民・難民の
主体性に注目

越境的存在受け入れ国の対応

内線・紛争、災害、
新自由主義経済下の
労働力移動
より良い機会を求め

  研 究 代 表 者  

黒木英充   
 東京外国語大学AA研

  研 究 分 担 者  

池田昭光  明治学院大学

岡井宏文  共愛学園前橋国際大学

長 有紀枝  立教大学

昔農英明  明治大学

中野祥子  山口大学

子島 進  東洋大学

村上忠良  大阪大学

移民・難民とコミュニティ形成
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B 班 の ご 紹 介

本研究はコネクテビィティと信頼の観点から、歴史的な中
東、東ヨーロッパ、地中海、インド洋、インド亜大陸の諸国
家とその相互関係を考察するものです。コネクティビティは
水平的関係であるのに対し、国家は通常垂直的なものとして
捉えられます。伝統的な歴史学は、第一に、これらの地域に
存在した個別の国家とそれが支配する社会を対象としてきま
した。かつて、エドワード・サイードが酷評したように、従来、
イスラーム圏の歴史の概説は、個別王朝史の集合に過ぎませ
んでした。史料研究が飛躍的に進歩した近年でも、研究の中
心となる史料が、叙述史料にしても文書史料にしても王朝単
位でまとまっていることもあって、こうした傾向は完全に克
服されてはいません。しかし、これらの諸国家を実際に支え
たエリート層を見るならば、彼らがしばしば、広大な帝国の
各地方やさらには国外にまでおよぶネットワークを持ってい
て、赴任や移住を行いながら活動を続けてきたことがわかり
ます。本研究はまず、水平的エリートのネットワークがいか
に垂直的な国家に作用してきたかを明らかにします。

次に、個別の国家を越えて、どのような単位でこれらの地
域を考察すべきでしょうか。現在の国民国家群でなければ、

かつては「イスラーム世界」というのが歴史の語りの単位でし
た。しかし、この単位は、イスラーム共同体の理念の反映か、
近代西欧にとっての他者としてのイメージにすぎず、学術的
かつ実証的な検討をした上で採用された単位ではありません
でした。しかも、「イスラーム世界」を語るといいながら、実
際には広大な時空間のごく一部を恣意的にとりあげて、代表
させてきたのです。これに対して、本研究は、こうしたイメー
ジ先行の前提を退け、具体的な歴史事象から諸国家間関係を
検討し、実際の諸国家間のあり方から、当時、どのような国
家体系が存在したのかを問うものです。すなわち、モデルの
右図に示したように、「イスラーム世界」を所与の前提とする
のではなく、理念としてのイスラーム共同体の存在は考慮し
つつも、個々の国家間の関係の延長として国家体系を捉える
のです。

さらに、現実の国家体系が理念上のイスラーム共同体がい
かなる関係にあったか、を追求します。イスラーム法は基本
的に、単一のイスラーム共同体を前提に構成されているにも
かかわらず、現実のイスラーム圏は、8世紀以降今日まで、常
に複数の政治権力を抱えてきました。パン・イスラーム主義

のような運動は存在しましたが、現実
にはこの複数の政治権力が、時には対
立し、時には交渉しながら、共存して
きたのです。

これら諸政治権力は、いかなる原理
で共存しえたのでしょうか。これら諸
国家を統べる国家体系はいなかるも
のであったのでしょうか。コネクティ
ビティの観点から個別の国家間関係を
実証的に分析していくなかで、そのコ
ネクティビティ連鎖の先にある、イス
ラーム国家体系を明らかにします。

イスラーム圏の国家体系を考える二つのモデル

外国使節を迎えるアッバース2世　　チェヘルストーン宮殿壁画（イラン）

  研 究 代 表 者  

近藤信彰   
 東京外国語大学AA研

  研 究 分 担 者  

秋葉 淳  東京大学

太田信宏  東京外国語大学AA研

沖祐太郎  九州大学

長縄宣博  北海道大学

馬場多聞  立命館大学

堀井 優  同志社大学

真下裕之  神戸大学

黛 秋津  東京大学

イスラーム共同体の理念と国家体系

国 国
国

国

国国

国

国

イスラーム世界 イスラーム共同体の理念

「イスラーム世界」モデル 国家間コネクティビティ・モデル

国家

国家

国家

国家 国家

国家

国家
国家

国家

国家

国家
国家
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「ミャンマーのロヒンギャをめぐる問題」「シリア情勢をめぐ
る国際社会の確執」「南アジアにおける宗教間対立」「日本や
ヨーロッパにおけるムスリム移住者あるいは婚姻等によるム
スリム改宗者をめぐる課題」など、現代世界においてムスリム
が関係している喫緊の課題について、特にその思想をめぐる
影響関係や伝播の動態について、ムスリムと非ムスリム双方
の視点から考察します。これにより、ムスリムの宗教思想が、
紛争解決のためにいかに戦略的に交錯し、信頼構築に向かっ
ていくかを解明します。ムスリムの行動は、宗教的に正当であ
ることが最も重要です。その行動指針はムスリムの義務であ
る「六信五行」のうちの根幹となる神の唯一性と預言者ムハン
マドを信じる点に集約されます。この基本部分を信じている
者同士でのつながりが、ムスリム間の信頼構築の根幹です。

ただ、その信仰がゆるぎないものであるとしても、さまざ
まな新たな事象が起こっている現代世界において、一つ一つ
の事象に対していかなる行動をとるかは、全てのムスリムが
確信を持っているとは言えません。そこで彼らは、宗教家ら
の見解が書籍やメディアでの発言されることなどによって宗
教的正当性を確信することがあります。それは、食事のハラー
ルを巡る問題や移住先での異教徒との婚姻などをめぐる問題、
クルアーンをダウンロードしたスマホをズボンのポケットに

入れていいのか、といった日常生活をめぐる問題から、遠く
離れた地域でムスリム同胞が圧迫を受けている時にどのよ
うに対処すべきか、イスラーム国家として非ムスリム諸国と
どのような関係構築が求められるか、といった国際問題まで、
ムスリムが直面する多岐にわたった問題の宗教的解釈が、誰
によってどのようになされ、それがどのように伝えられたか、
といった流れを把握することで、ムスリム同士がいかに信頼
を構築してつながっていくかを明らかにします。つまり、研
究の手法としては、思想そのものを研究する、というだけで
なく、その思想が翻訳や留学などを、人を介していかに伝わっ
ていったかなど思想の伝播におけるムスリムのコネクティビ
ティを、戦略として明らかにしていきます。（図）

ムスリムが自身の活動の宗教的正当性に絶対的確信を持っ
ていれば、行動に対する悩みは持たなくて済みます。しかし、
複雑化・多様化する現代社会においてはいったいどの行動が
宗教的に正しいのかが解釈によって異なってくることもあり
ます。本計画研究では、こうしたムスリムの「悩み」を解決
する思想の成り立ちを明らかにすることを目標としています。
これによって、世界各地のムスリムがいかに協調、連帯する
かという過程が明らかになります。もちろんこの課題は、信
頼構築のみならず、信頼関係を損なう思想も研究対象としな

ければなりません。暴力を肯定する解釈はどのよう
に生まれ、どう広まったかを明らかにすることもま
た、そうした集団の中での信頼関係を醸成する仕組
みを解明することになります。研究対象地域は、世
界最大のムスリム人口を抱えつつも、非ムスリムと
の軋轢によるテロなどの暴力を巡る問題が発生して
いる南アジアや東南アジア、そしてムスリム同士の
対立によって内戦などを引き起こしたり、イスラー
ム諸国を含む国際社会の干渉が続く中東、そして新
たなムスリム移民を受け入れているヨーロッパ（特
にイギリス）や日本とします。

南アジアのウルドゥー語で書かれた現代イスラーム復興思想に関するマウドゥー
ディー（1903-79）の著作のアラビア語訳

  研 究 代 表 者  

山根 聡 
大阪大学

  研 究 分 担 者  

青山弘之  東京外国語大学

飯塚正人  東京外国語大学AA研

池田一人  大阪大学

工藤正子  京都女子大学

菅原由美  大阪大学

中溝和弥  京都大学

思想と戦略が織りなす信頼構築

現代ムスリムのコネクティビティの事例――非アラブ圏での交流

ヨーロッパ
中央アジア

イラン
アフガニスタン インド

パキスタン

中東
アフリカ

東南アジア
タイ・マレーシア・

フィリピン・インドネシア留学・移民などで
交流を深め、
イスラーム復興思想に触れる

新疆
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近代国家成立以降、ムスリムは国家を単位として非ムスリ
ムとの関係性構築を模索する一方で、国境を超えて他地域の
ムスリムとつながる運動を繰り返してきました。 イスラーム
圏の周縁部で成立した国家では、例えばフィリピン南部のよ
うに、政治的、経済的、文化的権利を奪われたマイノリティ
のムスリムが武力紛争を展開する動きが見られました。 ま
た、ウイグル人のように国家から迫害と排除の対象となった
り、パレスチナ人、ロヒンギャ人のよう暴力に対する抵抗や、
避難と帰還を繰り返している人びともいます。 

近代国家の成立は同時に、イスラームを思想的基盤とし
た政体を構築する国境を超える運動の展開を促してきまし
た。イスラーム主義の運動です。ウェストファリア体制成立
以降の国際社会では、国家はしばしば国益を優先してきまし
た。こうしたことへの落胆は、イスラーム主義へ信奉者を増
やし、新たな分断とつながりを形成しています。 

このようにムスリムと非ムスリムの共存が政治争点化した
紛争影響地域では、域外のイス ラーム諸国・社会とのコネク

ティビティを活性化させてきました。このような背景に鑑み
ますと、イスラーム圏やその周辺で生じている武力紛争と平
和構築、その結果として模索されている新しい秩序形成を理
解するためには、イスラーム圏が水平方向に形成してきたネッ
トワークを視野に入れることが重要であることが分かります。 

そこで本研究では、ムスリムと非ムスリムの共存、または
異なるイデオロギーのムスリムどうしの関係性が政治争点化
した紛争影響地域を対象に、コネクティビティをキーワード
に研究調査を行います。紛争影響地域の人びとが越境して互
いの経験を交換し、非ムスリムや域外のムスリム と信頼・平
和を構築する諸相を、以下の三つの観点から検証します。 

① 非ムスリムとの 信頼・平和構築の検証 
② イスラーム圏のコネクティビティ活性化による支援と保

護 の検証 
③ 異なるイデオロギー間の対話・仲介の検証 
検証にあたっては、 東南アジア、南アジア、東アジア、中東、

バルカン、アフリカの紛争影響地域でのフィールド調査を実
施し、実証的な比較研
究を行います。これら
の検証を通じて明らか
になったことを総合的
に考察し、イスラーム
圏のコネクティビティ
が形成する非ムスリム
との信頼・平和構築の 
戦略知を可視化し、新
たな秩序形成の過程と
して明らかにすること
を目的とします。

フィリピン国軍とISラナオとの間で展開された市街戦の跡、マラウィ市（ミンダナ
オ島）2017年

  研 究 代 表 者  

石井正子 
立教大学

  研 究 分 担 者  

小副川琢  日本大学 

日下部尚徳  立教大学 

熊倉 潤  アジア経済研究所 

佐原徹哉  明治大学 

鈴木啓之  東京大学 

武内進一  東京外国語大学 

飛内悠子  盛岡大学 

見市 建  早稲田大学

紛争影響地域における信頼・平和構築

非ムスリムとの
信頼・平和構築の検証

・南北スーダン
  飛内悠子 / 人類学 

・バルカン
  佐原徹哉 /比較紛争学 

・フィリピン南部
  石井正子 / 紛争研究 

・コンゴ民主共和国、サヘル地域
  武内進一 / 国際関係論

2020～2021 年度
・文献調査、情報収集
・次年度以降の調査準備：
  合同研究会、合同海外
  フィールド調査、各自の
  海外フィールド調査  

2022 年度
・各自の海外
  フィールド調査 

・中間報告：北米中東学会
  などの国際会議での
  報告

2023 年度
・海外フィールド調査
  の結果に基づいた
  比較研究 

・A03（移民難民）班と
  共同の国際会議開催

2024 年度
・追跡海外フィールド調査 
・研究成果および
  現地還元 : 総括国際会議
  での発表、英文叢書の
  出版

・バングラデシュにおける
   ロヒンギャ人
  日下部尚徳 / 国際協力論 

・中国におけるウイグル人
  熊倉潤 / 国際政治学 

・レバノン、シリア
  小副川琢 / 国際政治学 

・イスラエル / パレスチナ
  鈴木啓之 / 国際関係論

・インドネシアにおける
   イスラーム主義の台頭
  見市建 /比較政治学 

・バルカンにおける
   イスラーム主義の台頭
  佐原徹哉 /比較紛争学 

コネクティビティ活性化による
支援と保護の検証

異なるイデオロギー間の
対話・仲介の検証
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現在、ITとビッグデータ分析の飛躍的な進歩にともなって、
知のパラダイム転換が起ころうとしています。その一つは情報
のデジタル化と可視化への注目です。このような変化を背景に
して、国内外において人文情報学(デジタル・ヒューマニティー 
ズ)の分野が新たな学問領域として確立され、アルゴリズム的
手法による人文知の再編が進められています。そこでは、既存
の人文学分野に新たな手法を提示し、大量の情報の分析を可
能にするなどの方法論的パラダイムにとどまらず、デジタルと
いう新たな地平に放り込まれた情報やそこから積み上げられる
学問知が、細分化された分野の垣根をこえて交流しはじめてい
ます。本研究は、国内外において見られるこのような人文情報
学の基盤を大いに活用しながら、そこにおいて研究が進められ
ている分析手法をイスラーム文明における社会関係の可視化分
析に応用し、一定のモデル化を試みようとするものです。 

この研究課題において、可視化分析とともに重視するのは、
可視化のプロセスです。たとえば、コネクティビティを可視化

するには、「コネクティビティ」をいかに定義するかという問題
がつきまといます。コネクティビティの現場で生じ・コネクティ
ビティを強化する「信頼」についても同様のことが言えるでしょ
う。そこで、本研究の課題は、可視化を通じた「コネクティビ
ティ」や「信頼」に関する意味論的分析であるとも言えます。そ
して、その背景には、二つの方法論的な問題があります。それ
は、電子回路のオン・オフのように一義的にはとらえることの
できない人間関係とそれらの集合である複雑な社会ネットワー
クをどのように可視化するかという問題、そして、その中に「信
頼」をどのように見いだすかという問題です。 

　このような問題意識のもと、C01は、イスラーム文明にお
いて残されてきた人名録/伝記集に着目し、テキストマイニン
グの手法により、テキストに表される「コネクティビティ」と「信
頼」を可視化分析します。このとき、イスラーム文明の地理的
範囲が広範に亘ることに留意し、研究分担者がインド洋海域・
南アジア地域、東アラブ地域、西アラブ地域をカバーします。
さらに、異なる地域や文字を扱う研究協力者を加え、イスラー
ム文明が包含する地域・文字・言語の多様性についても考える
機会とします。各地域のテキストを突き合わせ、その共通点と
相違点を探ることにより、「コネクティビティ」や「信頼」関係の
多様性・多義性とともに、「イスラーム的」なそれらのあり方に
ついても検討します。また、GISやテキスト分析などの方法を
応用しながら、テキストから網の目のような人間関係を抽出し、
時空間の中で表現する方法を提案・開発します。加えて、C01
は可視化分析の手法の応用という観点から、他班の研究にも積
極的に関わっていく計画です。

デジタル・ヒューマニティーズ的手法による
コネクティビティ分析

  研 究 代 表 者  

熊倉和歌子  
 東京外国語大学AA研

  研 究 分 担 者  

新井和広  慶應義塾大学

石田友梨  岡山大学

伊藤隆郎  神戸大学

後藤 寛 横浜市立大学

篠田知暁  東京外国語大学AA研

永崎研宣  人文情報学研究所

MALLETT Alexander  早稲田大学

「
信
頼
」
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全体集会

◆2021/1/9
第１回全体集会（非公開）
１．領域代表挨拶

２．各研究班ほかの紹介

３．総括班事務局よりアナウンス

４．今後の計画・構想

５．質疑応答

◆2021/1/29
「イスラーム信頼学」科研　

公募研究説明会
　

◆2021/3/5
「イスラーム信頼学」

キックオフ・シンポジウム
黒木英充「ごあいさつ」

長岡慎介「イスラーム経済のモビリティと

そのポスト資本主義的前望性」

中西竜也「中国ムスリムによる親中国的な

イスラーム洗練を再考する」

子島進「グローバルご近所：大塚モスクの

事例から」

近藤信彰「宗派的分断を乗り越える戦略

知：外交，戦争，イスラーム法」

山根聡「越境的コネクティビティが導く思

想の翻訳」

日下部尚徳「バングラデシュ政治における

イスラームとロヒンギャ：ロヒンギャは同

胞か難民か」

伊藤隆郎，熊倉和歌子「デジタル・ヒュー

マニティーズとイスラーム史研究の展望」

質疑応答・ディスカッション

ワークショップ

◆2020/12/28
2020年度第1回研究会    A02  

１．野田仁　研究班の趣旨説明

２．野田仁「「接続点」としてのイリ―エス

ニシティ，貿易，司法」

３．総合討論

４．研究打ち合わせ（非公開）

◆2021/1/22
フィールドサイエンス・コロキアム

「歴史ビッグデータ研究の現在と未来」      
  C01   ほか
１．趣旨説明

２．北本 朝展（ROIS-DS人文学オープンデー

タ共同利用センター／国立情報学研究所）

「歴史ビッグデータ：過去の記録の構造化

に基づくデータ駆動型人文学研究」

事務局運営：太田信宏、野田仁、熊倉和歌子
事務職員：
村
む ら

瀬
せ

智
と も

子
こ

　　　　　　　　畑
は た

尾
お

朋
と も

子
こ

事務局所在地： 183-8534 東京都府中市朝日町3-11-1 
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所6階（605室）

事務局連絡先：connectivity_jimukyoku@tufs.ac.jp

ウェブサイトhttps://connectivity.aa-ken.jp/
　　ウェブサイト内ブログへの投稿を随時受付しております。
　　Blog＃１黒木英充「小さな驚きから」 https://connectivity.aa-ken.jp/newsletter/91/
Twitter（Thiqa project）https://twitter.com/ThiqaProject

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所ではプロジェクトに携わる特任助教
1名および研究機関研究員3名の公募を行いました（公募期間2020年12月22日～21年
2月1日、21年4月着任予定）。

⃝総括班事務局の体制

⃝広報媒体

⃝人材公募

デジタル・ヒューマニティーズ的手法による
コネクティビティ分析

2 0 2 0 年 度 の 活 動 報 告

１．総括班事務局より

２．2020年度に開催した研究集会・打ち合わせなど（※注記のないものはすべてオンライン開催／一般公開）
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３．西村 陽子（東洋大学）「シルクロード

遺跡の再発見：東洋文庫アーカイブと遺跡

データベースの構築」

４．加納靖之（東京大学地震研究所）「みん

なで翻刻と歴史地震研究」

５．ディスカッション

  

◆2021/2/4
ワークショップ

「ウラマーのコネクティビティを可視化する：
コンピューターによる分析の展望と課題」
  C01   ,   B01  

１．趣旨説明

２．熊倉和歌子「15世紀人名録『輝ける光』

デジタルテキスト作成の試み」

３．太田（塚田）絵里奈（慶應義塾大学）「サ

ハーウィーの伝記記述にみえる「負」のコネ

クション」

４．ディスカッション

◆2021/2/11
ワークショップ

「イスラーム文明的国家体系の
解明にむけて」   A01  ,   B01  

近藤信彰「イスラーム文明的国家体系の解

明にむけて」

コメント（亀谷学）・ディスカッション

◆2021/2/15
ワークショップ

「“ヒストリカル・デジタル・グローブ”
（GIS）のアイデアと展望」 

  C01  ,   A01  ,   B01  

後藤寛・土田雅代（Esriジャパン社）「ヒス

トリカル・デジタル・グローブのパイロッ

トモデルについての説明」

ディスカッション

◆2021/2/22
ワークショップ

「『イスラム主義』の波紋：
フィリピン南部とフランスの事例」 
  B03  ,   B02  

１．石井正子「新バンサモロ自治政府設立

に向けた課題：非モロ先住民との共存、イ

スラム主義の台頭、 MNLF（モロ民族解放戦

線）」

コメント・ディスカッション

２．佐原徹哉「フランスの『反分離主義法

案』がもたらした国際的波紋：穏健派イス

ラム主義者をエンパワーすることはサラフ

主義の抑制につながるか？」

コメント（飯塚正人）・ディスカッション

◆2021/2/24
ワークショップ

「移民のコネクティビティと信頼構築」 
  A03  ,   B01  

黒木英充「レバノン・シリア移民のコネク

ティビティと信頼構築」

コメント（長縄宣博）・ディスカッション

モデレーター：池田昭光

◆2021/3/4
ワークショップ

「移民の貿易業と社会貢献」 
  A03  ,   B02  

福田友子（千葉大学）「南アジア系移民起業

家による中古品貿易業と社会貢献活動の可

能性：パキスタン人起業家を中心に」

コメント（工藤正子）・ディスカッション

◆2021/3/12
ワークショップ

「移民難民研究と異文化間心理学」
（限定公開）   A03  ,   B03  

中野祥子「【研究紹介】在日ムスリム留学生

の異文化適応 : 異文化間心理学の視点か

ら」

コメント（石井正子）・ディスカッション

◆2021/3/16
ワークショップ

「ムスリムと非ムスリムの
多元的な関係：中央アフリカ、マリ、
コンゴ民主共和国、南北スーダン」

（限定公開）   B03  ,   B02  

１．武内進一「サハラ以南アフリカにおける

ムスリムと非ムスリムの紛争―中央アフリ

カを中心に」

コメント（中溝和弥）・ディスカッション

２．飛内悠子「ハルツームの移住者地区か

ら見る南北スーダン間の多元的な信頼関

係」

コメント・ディスカッション

３．次年度の計画打ち合わせ

◆2021/3/18
ワークショップ

「東南アジアと中央アジアの
法の多元性比較」   A02  ,   B02  

１．高野さやか「法をめぐるカテゴリーへの

視点―インドネシアにおける地方裁判所の

民族誌的研究から」（仮題）

コメント（菅原由美）

２．野田仁「中央アジアにおける慣習法の

歴史と現在―現代クルグズにかんする２つ

の研究の紹介を中心に」

コメント（矢島洋一）

３．総合討論

◆2021/3/19
ワークショップ

「アラビア語用OCRの現状と実践」 
  C01  ,   A01  

石田友梨・篠田知暁

１．アラビア語用OCRの現状

２．アラビア語史料をOCRにかけてみよう

～実践編～

３．デジタルテキスト化する意義について

４．質疑応答

◆2021/3/22
ワークショップ

「社会関係を記述・表現するための
デジタル･ヒューマニティーズ的手法」 
  C01  ,   B01  

小川潤（東京大学大学院人文社会系研究

科）「構造化データとして社会関係を記述

する：一次史料の内容表現のための知識グ

ラフ」

ディスカッション
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◆2021/3/24
ワークショップ

「条約体制と国際法」   B01  ,   B03  

１．近藤信彰「趣旨説明」

２．堀井優「近世前半期オスマン・ヴェネ

ツィア条約体制の規範構造」

３．沖祐太郎「19世紀のエジプトにおける

近代国際法の受容」

４．コメント（佐原徹哉）

５．総合討論

◆2021/3/29
ワークショップ「イスラーム経済のモビ
リティ」   A01  ,   B01  

長岡慎介「イスラーム経済のモビリティと

は何か：その歴史的経験と可能性」

コメント（加藤博（一橋大学名誉教授））・

ディスカッション

表 紙 解 説

The Reception of the Venetian Ambassadors in Damascus（ダマ 
スクスにおけるヴェネツィア使節団の応接）、ルーブル美術館所
蔵。ヴェネツィアの画家ジェンティーレ・ベッリーニGentile Bellini

（1507年没）の工房において、1511年に描かれた作品。イーワーン
（中央に見えるアーチ状の構造物）の前で台座（マスタバ）に座るマ

ムルーク朝ダマスクス総督（イーワーンの右手前、白い衣を纏う人
物）が、ヴェネツィア領事（イーワーンの中央手前、真紅の長衣を
纏う人物）からの手紙を膝に置き、両者の間に立つ通訳による内容
の口述を聞いている。その周りには、参列する人々、警備の者など
さまざまな人が描かれている。そこに描かれる動物にも注目され
たい。左側には中央ユーラシアに生息するヒトコブラクダ、それら
と向き合うようにしてサルが描かれる。ひときわ目を引くのは、右
手前に描かれる2頭のシカである。おそらく贈り物としてヴェネチ
アの使節団が連れてきたであろうシカたちは、絵の中に溶け込み
つつも、構図、さらには絵の持つ情報にも奥行きをもたらしている。
 解説：熊倉和歌子
Image from Wikimedia Commons (Public Domain). 
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